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自動板取ソフトの概要  

Itadori は、あらかじめ用意された原板に対して複数の部材を自動配置するソフトです。 
パネルソーやランニングソーなどで定尺パネルから必要部材を切り出す際のカット位置を、簡単に割り出す

ことができます。 
配置された結果は原板ごとに画面に表示、またカット作業の指示書をプリンタより印刷します。 

321

１ 部材Ａ 400×400 30枚

２ 部材Ｂ 600×400 45枚

３ 部材Ｃ 750×300 27枚

1

１ 原板α 900×1800

２ 原板β 1200×2400

2

配置処理

1 2

3

2
1

プリンタ

1 2

3

2

1

切断作業

原板データ 部材データ

原板と配置する部材のデータを
準備します

原板ごとに配置のパターンが
画面に表示されます

カット指示書に基づいて
切断作業を行います

指示書印刷

配置結果表示
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準備するデータ 

配置には、原板と部材のデータを準備してください。 
それぞれ材料の分だけ入力します。 
 

原板データ 

配置の母材となるデータです。 

横幅

縦幅

厚さ
× 枚数

 
 
原板に配置の有効範囲がある場合は、４辺をトリミング量として指定することができます。 

斜線部のエリアには
配置させない

トリミング量

横幅

縦幅

 
  
原板ごとに配置順の重みをつけることができます。 
たとえば、早く消費させたい原板に対しては「優先」指定することで、他の原板より先に配置させることが

できます。 
 
この他、見積もり算出のために原板の価格を入力することができます。 
 
 



3/8 

 

部材データ 

配置する材料のデータです。 

横幅

縦幅

厚さ
× 枚数

 
 
できるだけ歩留まり良く配置させるために、原板に対して部材の向きを変化させる場合があります。 
しかし板目などを合わせたいなどの理由で、部材ごとに配置方向を制限することができます。 

部材方向を制限する部材方向を制限しない

 
２次部材データの活用について   ----------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
配置できなかった部分は端材となりますが、この部分へ別に登録した部材データ（２次部材データ）を配置

させることができます。 
２次部材は標準的に消費される部材を入力しておくと便利です。 

部材データ ２次部材データ

この部分は端材となってしまう
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配置計算と結果の確認  

１、配置計算の実行 

配置計算の際には、以下のようにさまざまな条件を指定することができます。 
 
切断機の能力による設定 
 切断幅（鋸の切れ幅） 
 切断機の最大切断長 
 
切断作業のし易さによる設定 
 段取り替えの回数 
  カット後に材の向きを変える回数を少なくします。 
 カットパターンを少なくする 
  カットパターンの種類を少なくすることで、材を重ねて効率よく切断させることができます。 
 
その他 
 原板に設定された単価を考慮して、結果的になるべく安価となる原板を利用します。 
 原板に設定された優先順位を考慮して配置します。 
 原板リストから利用する原板を選択できます。 

もちろん原板リストにある全てのデータを対象にして配置させることもできます。 
 
これらの条件に従って配置を実行します。 
結果は以下のように画面に表示します。 

使用する原板のリスト

配置された２次部材のリスト

配置できなかった部材のリスト
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２、カットパターンの確認 

配置結果は画面上で見ることができます。 
下図例のように全てのカットパターンが一覧表示されます。 

パターンの１つを選択して
詳細を見ることができます
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結果を印刷  

１、原板情報 

使用原板の枚数および配置部材のリストを印刷します。 

使用する原板の一覧と枚数

配置された部材のリスト

番号に ／ があるのは、２次部材です
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２、切断指示書 

カットごとのパターンを印刷します。作業者への指示書としてお使いいただけます。 

カットパターン図
これを参考にカットします

使用する原板情報

このパターンで切り出す
部材一覧
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各ファイルの仕様  

原板データおよび部材データは、外部ファイルから取り込むことができます。 
ファイル仕様は、ＣＳＶ形式のテキストデータなので表計算ソフト（エクセルなど）で作成したデータを利

用できます。 
 

部材データ

自動板取ソフト

表計算ソフト

EXC
EL

ＣＳＶ
ファイル Itadori

 
具体的な仕様は以下の通りです。

 
原板データ 

項目名 内容 

原板名 原板の名称 

原板横 横寸法 

原板縦 縦寸法 

原板厚さ 厚さ     

原板数 枚数 

原板単価 金額 

原板優先度 優先度 

原板種類 種類 

原板備考 備考 

原板上トリム 材上のトリミング長 

原板下トリム 材下のトリミング長 

原板左トリム 材左のトリミング長 

原板右トリム 材右のトリミング長 

 

 
部材データ 

項目名 内容 

部材名 部材の名称 

部材横 横寸法 

部材縦 縦寸法 

部材厚さ 厚さ     

部材数 枚数 

部材横置き 横置きフラグ 

部材種類 種類 

部材備考 備考 

 

それぞれ第１レコードを項目名、第２レコードよりデータとします。 
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